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アン トクメの生活史 と養殖試験
右 田 清 治
 Life History and Culture Experiment of Eckloniopsis 
      radicosa, Phaeophyceae Laminariales
 Seiji MIGITA
 Eckloniopsis radicosa  (KJ ELLM.) OKAMURA, a species of Laminariles, is distributed 
along middle and southern Pacific coasts of Japan and it is affined to species of 
Eisenia and Ecklonia. The life history of this alga was studied by laboratory and 
field cultures. The intergeneric hybridization between this alga and other species 
of Eisenia and Ecklonia were also experimented. 
 E. radicosa collected at Ushibuka, south-western Kyushu, liberated many zoo-
spores from the middle of July to early of September. Settled zoospores issued a 
germ-tube and developed into branched filamentous male and female gametophytes. 
Morphological forms and developmental patterns of gametophytes and young sporo-
phytes were almost similar to those of other species of Laminariaceae described by 
previous investigators. When the sporophytes attained about  2~4 cm long or more, 
white stripes appeared on the lamina, and they were consisted of numerous muci-
lage glands. This plant also had mucilage canals which showed networked patterns. 
After 3 months culture in the sea, they grew up to ovate lamina with undulate mar-
gins. From the cytological observation, chromosome number of this alga was ca. 60 
in the diploid phase, and ca. 30 in the haploid phase. Hybridization experiments 
proved a complete interfertility between E. radicosa and Ecklonia cava, and between 
E. radicosa and Ecklonia  kurome.
ア ン トクメEckloniopsisradicasaは,コ ン ブ 科
に属 す る1属1種 の褐 藻 で,表 日本 中南 部や 南西 諸
島 に分 布 して いる。本 種 は,ア ラメ,カ ジメ属 と近
縁 の海 藻で あ るが,産 地 が局地 的 であ って 藻場構 成
種 としては生 育 量が 少 く,ま た春 か ら初 夏 にか けて
繁茂 す る1年 生 の海 藻 であ る。 分布 が局 地 的で あ る
ためか,本 種 の 形態や 発生 に 関す る知 見 は,必 ず し
も十分 では な い よ うに思 う。
そ こで,著 者 は1983年 にア ン トクメの室 内培養 と
海 での養 殖試 験を 行 い,生 活史や 染 色体数 を調べ,
また近縁 の コ ンブ科 海 藻 との属 間交雑 を試 みたの で,
それ らの結果 を報 告す る。
材 料 と 方 法
ア ン トクメの成 熟葉 体 は,熊 本 県牛 深市 で1983年
7月 に採 集 した。 その胞 子体 よ り放 出 され た遊 走子
は,径7cmの ペ トリー皿 に付着 発 芽 させ,生 育 した
配偶 体 はマ イ ク ロピペ ッ トを用 い雌雄別 々 に分 離培
養iした。繁茂 した配偶 体 は100m君 の三角 フラ ス コに
移 し,フ リーの状 態 で ス トック培養 とした。
配偶体 の形 態 は,ペ トリー 皿 の遊 走子 発芽体 をそ
の まま培 養iを続 けて,定 期 的に観 察 した。一 方,海
での養殖 や交 雑 実験 に は,ス トック培養 の 配偶体 を
家庭 用 の ミキサ ー で約30秒 間切 断 して,そ れ ら をガ
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ラス板やクレモナ基質板（クレモナ1号林糸をスラ
イトクラスに巻いたもの）にふりかける細断枝散布
法て雌雄配偶体を別々に基質に付着させ培養した。
胞子体の形態は，それらの付着配偶体を初秋に雌雄
を同一容器に入れ，15～18℃てよく換水して受精さ
せ，卯の発生体を継続観察した。交雑は，成翻し生
卯器，造精器を形成したアントクメの配偶体と，ア
ラメEzsenza∂zρ：yclzs，カ！メEcklonld　cava，ツル
アラメEcklonza　stolonzfera，クロメEclelonza　ku
romeの成魚配偶体とを同一容器に入れ正逆交雑を
行った。また，コンフ，ワカメ属との交雑も試みた。
海ての養殖試験は，径8mmの合成繊維のロープにク
レモナ種苗糸を巻きつけ，11月下旬より野母崎町の
野母港内の筏て垂下して行った。
Fig　1　Zoospore　and　its　development　of　EclelonioPszs　radrcosa　A　Zoospore　B　3　day　old
　　germlmg　C　10　day　old　germlmg　D　Male　gametophyte，　14　days　old　E　Female
　　gametophyte，　14　days　old　F　Mature　male　gametophyte　with　antheridia　G　Mature
　　female　gametophyte　with　oogonia　H　Development　of　sporphytes　from　a　female
　　gametophyte　1　Young　sporophytes　after　2　months　culture
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　なお，配偶体のストック培養は，22～25℃，白色
蛍光灯3，0001ux，12：酉の光周期のもとで行い，
培養液にはSchreiber液にProvasoli　P1液を加
えたものを用い半月毎に離水した。また，成熟や交
雑実験では15～18℃で3，4日おきに換難して培養
した。
結 果
　実験に用いたアントクメの母藻は，、1983年7月17
日に採集されたもので，葉形は楕円形で表面には顕
著な雛があり，子嚢斑は円形，不定形をなしていた。
この藻体からこの時期すでに多くの遊走子を放出し
たが，その後8月に3回と9月5日に採集された体
でも，子嚢斑からの遊走子放出がみられたので，7
月中旬から9月上旬は本四の成熟期であると認めら
れた。
　遊走子は，長さ7．5～8．0μm太さ4．5～5．2μmの
長卵形で（Fig．1，　A），約13μmと7μmの長短2鞭毛
を腹生し，長い方を前に向けて遊泳するが，走光性
は示さず眼点もみられなかった。着生した遊走子は，
径6．8～7．5μmの球形で，直ちに発芽管を出じ，細
胞の内容が発芽管部に移行し，3日後にはその部分
はやや肥大し（Fig．1，　B），5日後には4～6細胞
に，10日後には20～25細胞で長さ120～150μmの分
枝糸状体となった（Fig．1，　C）。雌性配偶体は，他の
コンブ科海藻と同様に，雄性配偶体より太く，雌性
体では枝の太さが10．5～12．5μmであるのに，雄性体
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Fig．　2．　Development　of　sporophytes　of　EclelonioPsis　radicosa，　cultured　in　the　sea．
　　A．　20－day－old　sporophytes．　B．　30－day－old．　C．　45－day－old．　D．　2－month－old
　　sporophytes．　E．　4－month－old　sporophyte，　bearing　undulate　margins．
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では6．1～9．2μmであった（Fig．
1，　D，　E）o
　雌雄の生殖器官は，15～18℃の
培養で25日後に，それらの形成が
始まった。造精器は，雄性配偶体
の枝の先端や側面に1個または2
～4個集まって形成され，長さ約
6～7μm太さ5μmの単室細胞より
なり（Fig．1，　F），精子は，長さ
6～7μm太さ3～4μmで，長短2
鞭毛を腹生する。生卵器は，雌性
配偶体の側枝の先端につくられ，
長さ50～60μm太さ20～25μmで，成
熟した卵は生卵器細胞の先端部に
移動して位置している（Fig．1，
G）。また，卵はしばしば母体より
放出され径25～40μmの球状をなす
ものもみられた。雌雄配偶体を同
一容器に入れて，1週間後には4
～6細胞の胞子体が発育し（Fig．
1，H），それは6～7細胞になって
て縦にも分裂して2列の幼芽にな
り，35日後には200～350μmの長
さに生長し下部より仮根を形成す
るようになった（Fig．1，1）。
　室内でクレモナ糸面で発育した
1～2mmの胞子体は，野母港内の
筏に11月25日から垂下養殖したが，
20日後には約1。8cm（Fig．2，　A），
30日後には2．5cm（Fig．2，　B），
45日後の翌年1月9日には6～8
cmに生長した（Fig．2，　C）。この頃
の数cmまでの幼体は，長卵形の葉
に細い茎を持った形をなし，コンブ，ワカメ，アラ
メ，カジメなどとよく類似していた。60日後には30
～40cmに達し，葉体には雛が生じ縁辺はやや波縮す
るようになった（Fig．2，　D）。藻体は3ヵ月後には
50～65cmに生長し，葉形は幅が広く楕円形を呈する
ようになった（Fig．2，　E）。この頃になると繊維状
の仮根はきわめて密に分岐，錯綜して，基物に強く
固着する本種の特徴を示した。なお，海に垂下した
幾つかの種苗のうち，密生したものでは葉形が細長
く披針形に近い形をしたものもみられた。野母港内
で養殖したアントクメは3日ごろまでよく生長した
が，その後は内湾のためか群生ボヤなど付着動物が
Fig．　3．　Mucilage　glands　and　mucilage　canals　of　EcklonioPsiS　radicosa．
　　A．　Stripe－patterns　（arrow）　of　lamina，　consisting　of　numerous　muci－
　　lage　glands．　B，　C．　Surface　view　of　mucilage　glands．　D．　Networked
　　mucilage　canals　stained　with　methyl－green．
密生し，徐々に流失したが，残った葉体では7月上
旬に子嚢斑の形成がみられ，7月14日には遊走子を
放出した。
　ところで，本種の胞子体が数cmに生長したもので
葉体上に明瞭な白い縦縞が出現する（Fig．3，　A）。そ
の部分を検鏡すると，灰白色の無数の細胞集団より
なり，それらの細胞では色素体が消失し小磯粒が充
満しており（Fig．3，　B），近縁のチガイソ・41arla
crasszfollaにみられるような粘液腺細胞とみなされ
た。これらの腺細胞は，表面観でその大きさが径13
～20μmで表皮細胞の7～10μmと比べ約2倍で（Fig．
3，C），断面観でも表皮細胞よりやや大きく幾らか表
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面に突出している。このアントクメの粘液腺細胞の
縦縞は，1．5～3cmの三体から出現し，10cm前後の
体で最も多くみられ，30～40cm以上の体でも認めら
れた。また，1本の縞模様は大きいものでは長さ8
～10cm幅3mmぐらいのものもあった。なお，品種に
はコンブ科のコンブ，トロロコンブ，アラメ，カジ
メ属などにみられる網目状の粘液腔道が，メチルグ
リーンによる染色で明瞭に認められた（Fig．3，　D）。
　交雑実験の結果では，アラメ，カジメ属との組合
せで，アントクメとカジメまたはクロメとの正逆交
雑でいずれも雑種が得られたが，アントクメとアラ
メまたはツルアラメとは交雑しなかった。また，マ
コンブ，ナガコンブやワカメ，ヒロメ，アオワカメ
などコンブ，ワカメ属の種とアントクメとの属間交
雑も成功しなかった。
　属間交雑ができたアントクメとカジメ，クロメの
雑種は，野母港内で垂下養殖したところ，前述のア
ントクメとほぼ同じ生長速度で3ヵ月後には50cm以
上に伸長した（Fig．4）。これらの雑種の形態は，両
親種の中間的形態を示し，カジメとの雑種では色が
カジメに似てアントクメよりやや濃く雛が少なかっ
たし，クロメとの雑種では雛が早く出現し葉が硬い
傾向がみられた。また，これらの正逆いずれの交雑
種でも，アントクメにみられた粘液腺よりなる縦縞
が出現した。
　アントクメの染色体数は，まだ数えられていない
が，カジメ，クロメと交雑する点からみてそれらと
同数と予想されるので，本研究で調べてみた。その
結果，受精卵の発芽の際の2細胞になる分裂で約60
個の染色体と（Fig．5，　A，　B），卵の単為生殖の
細胞分裂で約30個の染色体（Fig．5，　C，　D）が数え
られた。なお，Fig．5ではA，　BおよびC，　Dは同
一細胞をピントを変えてみたもので，A’～D’はそ
のスケッチで白丸で書いたのは他方のものと重複し
ている染色体を示したものである。
考 察
　アントクメはt一初めコンブ属に所属させられてい
たが（OKAMuRA　1896，　YENDo　1920），その後岡村
（1928）によりカジメ属に移され，さらにその近縁
の属としてアントクメ属を設け，1属1種の海藻と
されている。三種の成熟期はよく調べられていない
ようで，本研究の材料を採集した熊本県牛深市産の
ものでは，7月中旬から9月上旬にかけて成熟子嚢
Fig．　4．　EcklonioPsis　raddeosa　（A）　and　E．　radicosa　×
　Eclelonin　cava　（B），　which　were　hung　on　Nov．　25，
　1983　and　cultured　for　three　months　at　Nomozaki．
斑がみられ遊走子が放出され，この期間が一応アン
トクメの成熟期とみなされた。
　本種の遊走子やその発芽配偶体の生長，形態，ま
た生卵器，造精器の成熟などは，神田（1935，1936）
のコンブ科，斎藤（1956），黒木・秋山（1957）の
ワカメ，瀬木・喜田（1957，1958）のヒロメ，右田
（1963）のアオワカメなどの報告と比較して，本質
的な相違は認められなかった。
　アントクメは，クレモナ撚糸に生育した種苗をロ
ープに巻いて海に垂下したところ，ワカメと同様に
比較的容易に養殖することができた。養殖でのアン
トクメの生育は良好であったが，ワカメと比べ葉体
が硬く食用としての価値は低いと思われた。しかし，
最近開発が進んでいる魚貝類などの養殖餌料として
利用の途はあるといえよう。
　養殖されたアントクメは7月初旬に子嚢斑の形成，
中旬には遊走子の放出がみられたが，これは前述の
天然産の放出期と一致し，多くの個体について調査
したわけではないが，一般に近縁のアラメ，クロメ
の長崎県下での放出期よりやや早期であるように思
われた。
　アントクメの胞子体には肉眼的に明瞭な灰白色の
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Fig　5　Chromosome　counts　in　EcklontoPsts　radzcosa
　　A，　B　Chromosomes　at　metaphase　during　first　division　in　a　fertilized　egg　at　two
　　focal　levels　The　chromosome　count　is　ca　60　B，　C　Chromosomes　at　metaphase
　　during　first　division　in　an　unfertilized　egg　The　chromosome　count　is　ca　30
　　A’　D’　Sketchs　of　chromosomes　in　A　D　Open　circles　show　the　chromosomes
　　overlaped　with　an　another　figure
縦縞か現われる。この縞模様は岡村（1928）の図版
にもそれらしいものか描かれており，また千原（1975）
の図鑑には白色のかすり模様かあると明記されてい
る。この縞模様についてこれまて何の説明もなされ
ていないか，本研究てそれか粘液腺細胞群てあるこ
とか判明した。この粘液腺はワカメての単独て存在
する腺細胞（岡村1936，笠原1967，奥田1980）と異
なり，チカイソにみられるような粘液腺細胞の集団
よりなるものの，チカイソては融合した大きな数個
の腺細胞よりなるか（YENDO　1919，　KAs　AHARA
1973），本総てはやや小さい粘液腺細胞か大集団を
なす点て相違する。この粘液腺の縦縞は，生体ては
一般に灰白色を呈するか，おしは標本にしたものて
は黒褐色の縞をなすこともあり，採集後の処理によ
っても色か変るようてある。
　交雑実験の結果から，アントクメはやや遠縁と思
われるコンフ，ワカメ属の海藻とは交雑しなかった
か，近縁とされるカ！メ属のカンメ，クロメとは容
易に交雑した。また，この試験て，アントクメとア
ラメ，ツルアラメとては交雑しなかったか，新村
（1983）はアントクメとアラメとの属間交雑か可能
てあったとしており，原藻の産地によって交雑の可
否に相違かあることも考えられ，今後なお検討すへ
き問題てある。コンフ科の交雑試験てこれまて試み
られたコンフ属（欝欝1978，1983），ワカメ属（右
田1967，SAITo　1972），アラメ・カ！メ属（右田
1984）なとては，種間，属間交雑種はいすれも両親
藻の中間型を呈しているか，アントクメとカノメ，
クロメの雑種ても馨し傾向かみられた。
　なお，今回調へたアントクメの染色体数nは約30
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であり，コンブ科の多くの海藻の染色体数（YABU
1965，0HMoRI　1965，1967，右田1967）と同数と
みなされる。　1
　終りに，材料採集などでご協力下さった長崎水前盛
井敏雄博士，熊本水試平田　満技師，種々ご教示を
いただいた北海道大学笠原和男氏に感謝の意を表する。
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